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★
高
岡
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
新
年
会
開
催 

一
月
二
十
八
日
、
高
岡
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
の
新
年

会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
ご
来
賓
を
迎
え
、
会
員
五
十

五
名
が
参
加
し
た
。
新
し
い
年
の
は
じ
ま
り
に
あ
た
り
、

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
と
な
り
、
会
場
に
は
和

や
か
な
雰
囲
気
が
広
が
っ
た
。 

余
興
に
は
、
八
尾
町
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
聞
名
寺
「
風

の
盆
講
中
」
の
皆
さ
ま
を
招
き
、「
お
わ
ら
踊
り
」
を
ご
披

露
さ
れ
た
。
地
方
（
じ
か
た
）
に
よ
る
生
演
奏
が
会
場
に
静

か
に
響
く
な
か
、
情
緒
あ
ふ
れ
る
踊
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

参
加
者
は
そ
の
優
雅
な
所
作
と
音
色
に
目
を
奪
わ
れ
た
。

終
盤
に
は
輪
踊
り
も
行

わ
れ
、
会
場
全
体
が
一

体
と
な
り
、
自
然
と
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と

き
と
な
っ
た
。 

そ
の
後
の
お
楽
し
み

抽
選
会
で
は
、
仏
婦
会

員
手
作
り
の
作
品
を
は

じ
め
、
心
の
こ
も
っ
た

品
々
が
並
び
、
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち

に
新
年
会
が
進
ん
だ
。 

限
ら
れ
た
時
間
で
は

あ
っ
た
が
、
食
事
を
共

に
し
な
が
ら
語
ら
い
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
な
か
で
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。 

 

◇
支
援
班
活
動
中
間
報
告 

～
災
害
救
援
活
動
専
門
委
員
会
～ 

一
昨
年
度
（
二
〇
二
四
年
度
）、
教
区
報
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
を
行
い
、
二
月
二
十
七
日
に
仏
教
婦
人
会
連
盟
中
心

で
炊
き
出
し
を
、
三
月
十
七
日
に
は
寺
族
青
年
会
中
心
で
輪

島
市
門
前
町
道
下
に
あ
る
道
下
第
二
団
地
集
会
所
に
て
居

酒
屋
を
行
い
ま
し
た
。 

昨
年
度
（
二
〇
二
五
年
度
）
は
、
道
下
第
二
団
地
集
会
所

に
て
、 

①
四
月
六
日 

 
 

②
五
月
十
六
日 

③
六
月
十
五
日 

 
 

④
六
月
二
十
八
日 

⑤
八
月
二
十
九
日 

⑥
九
月
二
十
二
日 

⑦
十
一
月
十
八
日 

⑧
十
二
月
二
十
五
日 

と
月
一
回
程
度
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
支
援
活
動
に
か

か
る
経
費
の
今
年
度
現
況
は
四
十
一
万
七
千
三
円
を
支
出

し
、
一
回
の
支
援
活
動
参
加
者
は
十
五
名
～
二
十
名
程
度
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

①
と
③
で
は
蕎
麦
と
お
に
ぎ
り
②
で
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と

春
雨
中
華
サ
ラ
ダ
④
で
は
高
岡
龍
谷
高
校
ク
リ
エ
イ
ト
フ

ー
ド
コ
ー
ス
が
中
心
と
な
り
、
教
員
・
生
徒
約
二
十
八
名
の

参
加
で
「
釜
揚
げ
う
ど
ん
を
野
菜
の
煮
び
た
し
と
と
も
に
」

の
炊
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。 

 高
岡
教
区 
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⑤
と
⑥
で
は
茶
話
会
と
夏
野
菜
及
び
季
節
の
果
物
や
ふ
り
か
け
の
配
布
を

行
い
ま
し
た
。
特
に
⑤
の
茶
話
会
で
は
安
芸
教
区
と
山
陰
教
区
の
寺
族
青

年
よ
り
雅
楽
の
演
奏
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
和
や
か
な
時
間
を
被
災

者
の
方
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
心
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。 

⑦
で
は
、
教
区
内
の
皆
さ
ま
よ
り
協
力
を
い
た
だ
き
、
支
援
米
を
二

キ
ロ
に
分
け
て
三
五
〇
袋
を
用
意
し
、
こ
れ
ま
で
の
道
下
第
二
団
地
だ

け
で
な
く
第
一
・
第
三
団
地
に
仏
教
婦
人
会
連
盟
が
被
災
者
に
向
け
て

書
い
た
手
紙
を
添
え
て
支
援
米
を
提
供
し
ま
し
た
。 

①
か
ら
⑦
ま
で
の
活
動
を
行
っ
た
中
で
、
今
後
に
向
け
た
話
し
合
い

を
⑧
で
行
い
、
団
地
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
感
謝
と
不
公
平
感
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
支
援
活
動
に
際
し
て
は
、
細
や
か
な
対
応
が
必
要
で

あ
る
と
と
も
に
、
毎
回
行
っ
て
い
る
道
下
第
２
団
地
集
会
所
で
は
、
和

や
か
な
時
間
を
過
ご
し
距
離
感
が
近
い
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
道
下
に

ス
ー
パ
ー
「
と
う
げ
マ
ル
シ
ェ
」
が
新
た
に
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
現

地
に
少
し
ず
つ
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
支
援
活
動
場
所
を
拡
げ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
く
中
、
現
場
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

対
応
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

（
事
務
局
報
告
） 

★
第
二
連
区
青
年
布
教
使
研
修
会
開
催 

二
月
九
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
富
山
別
院
に
て
第
二
連
区
青
年
布
教

使
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
は
、

「
自
灯
明
・
法
灯
明
」
と
い
う
仏
教
の
根
本
指
針
を
テ
ー
マ
に
、
カ
ー

ド
を
用
い
た
形
式
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
お
よ
び
ご
講
師
に
よ
る
総

括
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
に
お
い
て
は
、
カ
ー
ド
に
記
さ
れ
た
「
日
常
の
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
な
状
況
」
な
ど
に
対
し
、
布
教
使
と
し
て
、
あ
る
い
は
一
人

の
僧
侶
と
し
て
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
を
各
々
に
問
う
よ
う
な
内
容
で

し
た
。
カ
ー
ド
に
描
か
れ
た
人
間
関
係
の
葛
藤
や
予
期
せ
ぬ
困
難
と
い

っ
た
具
体
的
な
場
面
を
前
に
、「
自
分
な
ら
ど
う
対
応
す
る
か
」
を
巡
っ

て
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
自
身
の
感
情
に
振
り
回
さ
れ

そ
う
に
な
る
状
況
の
中
で
、
い
か
に
法
を
拠
り
所
と
し
て
向
き
合
う
か
。

こ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
ま
さ
に
法

に
照
ら
さ
れ
た
「
私
」
を
自
覚
す
る
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。 

二
日
目
に
は
、
四
夷
法
顕
氏
（
相
愛
大
学
講
師
・
兵
庫
県
信
行
寺
住

職
）
と
田
中
信
勝
氏
（
布
教
団
連
合
同
朋
研
修
講
師
）
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、
ま
と
め
の
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

四
夷
先
生
か
ら
は
、
自
分
の
正
し
さ
を
信
じ
る
の
で
は
な
く
、
仏
の

教
え
に
照
ら
さ
れ
て
、
自
分
の
不
確
か
さ
を
自
覚
し
な
が
ら
歩
む
生
き

方
の
大
切
さ
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
現
場
の
実

践
に
即
し
た
「
法
を
伝
え
る
者
の
姿
勢
」
に
つ
い
て
深
く
お
示
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
二
人
の
講
義
を
通
じ
て
、
初
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
得
た
気
づ
き
が
整
理
さ
れ
、
参
加
者
一
同
、
学
び
を
一
層
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

「
自
灯
明
」
と
は
、
単
な
る
自
己
信
頼
で
は
な
く
、
法
に
照
ら
さ
れ

て
初
め
て
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
研
修
で
得
た

姿
勢
を
大
切
に
、
私
た
ち
青
年
布
教
使
は
、
複
雑
な
現
代
社
会
を
歩
む

中
で
、
ま
す
ま
す
、
確
か
な
灯
火
を
拠
り
所
と
し
た
生
き
方
を
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

水
波
組
西
養
寺 

村
上 

昂
文 
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◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

第
２
回
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
中
央
委
員
会
報
告 

去
る
一
月
二
十
三
日
、
今
年
度
二
回
目
の
中
央
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
大
雪
に
よ
る
列
車
の
運
行
停
止
が
発
生
し
、
急
遽
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
違
っ
て
、
午
後
か
ら
午
前
に
変
更
、

会
議
時
間
の
短
縮
、
更
に
は
そ
も
そ
も
天
候
不
順
が
懸
念
さ
れ
る
こ
の
時
期

に
前
倒
し
て
の
開
催
で
あ
り
、
運
動
を
軽
視
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。 

会
議
で
は
ま
ず
、
①
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
現
状
に
つ
い
て
、
②
二
〇
二

五
年
度
第
二
回
常
任
委
員
会
の
協
議
結
果
、
に
つ
い
て
担
当
部
長
よ
り
報
告

が
な
さ
れ
、
続
く
協
議
の
部
で
は
、
次
期
第
六
期
計
画
に
つ
い
て
、
本
年
四
月

以
降
に
試
案
が
示
さ
れ
来
年
夏
ま
で
に
決
定
す
る
と
い
う
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
、
今
回
、
高
岡
を
含
め
三
教
区
の
意
見
具
申
に

つ
い
て
議
題
と
さ
れ
ま
し
た
。（
高
岡
教
区
の
意
見
具
申
は
別
紙
参
照
） 

新
潟
教
区
が
提
出
し
た
意
見
、「
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
に
関
す
る
教
団
内
の
意
識
調
査
を
求
め
ま
す
」
に
対
し
て
は
、
社
会

部
人
権
担
当
部
長
よ
り
、
現
在
、
本
年
六
月
に
実
施
さ
れ
る
宗
勢
基
本
調
査
に

お
い
て
人
権
に
関
わ
る
設
問
を
行
う
事
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
新
潟
の
中
央
委
員
か
ら
は
「
単
に
部
分
的
な
も
の
で

は
な
く
、
実
態
的
な
全
宗
門
的
な
調
査
を
」
と
再
要
望
が
あ
り
、
私
か
ら
は
新

潟
の
意
見
に
賛
意
を
示
す
と
と
も
に
次
期
運
動
計
画
の
な
か
で
位
置
づ
け
て

頂
く
よ
う
に
要
望
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

福
岡
教
区
の
意
見
「
三
十
年
前
の
『
戦
後
問
題
検
討
委
員
会
』
に
お
け
る
『
教

団
の
今
日
的
課
題 

八
項
目
』
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
な
お
課
題
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。
特
に
戦
前
の
『
聖
徳
太
子
と
七
高
僧
の
尊
像
安
置
』
を
め
ぐ
る
『
達

示
』
失
効
に
つ
い
て
の
周
知
が
充
分
な
さ
れ
て
い
な
い
」（
主
意
）
に
つ
い
て

は
今
後
の
具
体
的
課
題
と
し
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

高
岡
教
区
の
意
見
「
門
徒
推
進
員
中
央
教
修
の
従
来
通
り
の
開
催
と
、
永
続

的
な
実
施
に
向
け
た
財
源
確
保
の
た
め
の
検
討
を
求
め
ま
す
」
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
教
化
部
門
信
徒
担
当
部
長
よ
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
の
中
央
教
修
の

募
集
に
対
し
て
申
込
人
数
が
回
復
し
て
い
な
い
実
情
な
ど
の
説
明
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
中
央
教
修
の
僧
侶
ス
タ
ッ
フ
で
も
あ
る
中
央
委
員

数
名
か
ら
、
廃
止
さ
れ
た
リ
モ
ー
ト
開
催
の
意
義
や
、
現
状
の
財
的
脆
弱
性
を

訴
え
る
発
言
が
続
き
ま
し
た
。
私
か
ら
は
ご
門
徒
か
ら
の
ご
懇
志
を
還
元
し

て
い
く
と
い
う
趣
旨
で
の
中
央
教
修
の
重
要
性
と
、
一
方
で
宗
派
財
政
に
左

右
さ
れ
な
い
安
定
的
実
施
や
人
件
費
の
拡
充
を
念
頭
に
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
宗
派
で
検
討
し
て
頂
く
よ
う
、
重
ね
て
要
望
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。 

今
回
、
感
じ
た
の
は
総
局
の
運
動
に
対
す
る
様
々
に
「
後
ろ
向
き
」
と
も
思

え
る
姿
勢
に
対
す
る
、
現
場
か
ら
の
戸
惑
い
や
叱
咤
激
励
と
も
思
え
る
「
声
」

が
多
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、「
意
見
具
申
」
が
複
数
の
教
区
か
ら
出
た

事
に
も
表
れ
て
い
ま
し
た
し
、
そ
も
そ
も
「
教
団
は
何
の
た
め
、
誰
の
た
め
に

存
在
す
る
の
か
？
」
と
い
う
根
源
的
な
問
い
を
含
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
、

と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

既
に
新
年
度
の
宗
派
予
算
が
超
緊
縮
財
政
に
向
か
う
こ
と
が
ア
ナ
ウ
ン
ス

さ
れ
、
運
動
だ
け
で
は
な
く
教
団
全
体
が
様
々
に
委
縮
し
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。「
貧
す
れ
ば
鈍
す
る
」
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
さ
ら
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
教
区
や
組
、
寺
院
に
お
い
て
も
「
こ
れ
か
ら
何
を
大
切
に
活
動

し
て
い
く
の
か
」
と
い
う
本
質
的
な
問
題
に
向
き
合
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
事
を
強
く
感
じ
た
こ
と
で
す
。 

【
高
岡
教
区
委
員
会
副
委
員
長 

濵
野
信
宏
】 
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【西本願寺高岡会館３月の常例法座】 

ご講師：  青 雲 乗 英 師 

（射水組光覚寺） 

ご講題：『 未 定 』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２

時からお正信偈六首引のお勤めです。ど

うぞお誘いあわせてお参りください。  

   ◇これからの日程（2/14～3/30）◇  

 ２月 教区・財団行事 教化団体・組行事  
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26 

 

27 

３月 

２ 

３ 

５ 

 

６ 

 

７ 

10 

 

    

11 

 

12 

13 

14 

17 

18 

19 

 

23 

 

24 

25 

26 

30 

常例法座 

聖典セミナー 

常備会 

 

 

 

 

 

宗務役職者研修（web） 

 

 

 

 

組主幹会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常備会 

常任委員会 

常例法座 

聖典セミナー 

 

 

 

財団理事会 

財団評議員会 

 

 

教区委員全体会 

教区会 

 

 

水波組実践運動研修会 

矯正教化打合せ会（web） 

関野組実践運動研修会 

寺青役員会 

ビハーラ連絡協議会（web） 

教材情報委員会 

仏婦広報打合 

コーラス（午前） 

浄青僧本山総参拝（～26 日） 

子ども・若者ご縁づくり推進委員会 

４Ｂ総代会研修会 

教学研究室 

 

３Ｂ総代会研修会 

少年連盟連絡協議会（岐阜～４日） 

念仏者九条の会全国集会 

仏壮理事会 

講社役員会 

１Ｂ総代会研修会 

仏婦女性のつどい 

コーラス（午後） 

寺女委員会 

布教団常任委員会 

布教団総会 

２Ｂ総代会研修会 

 

少年連盟指導者研修会 

 

 

仏婦常任単位会 

門推代表者協議会 

第２回ビハーラ公開講座 

 

 

コーラス（午前） 

布教団研修会 

 

 

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 

 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 
 

●３月８日（日） 

     未       定 

（富山教区） 

 

●３月２２日（日） 

     未       定 

（富山教区） 

 

※高岡教区及び富山教区が主催し、北日本放送

（KNB）にて毎週日曜日午前６時から放送しており

ます「西本願寺の時間」は、放送を継続しておりま

す。 

また、西本願寺では、動画配信サイトを設置し法

話等を配信しております。ご視聴ください。 

https://broadcast.hongwanji.or.jp/ 

 

『法輪せんべい』のお申込はこちら → 

高岡教務所内（寺族青年会担当） 

 
 

 

 
 

 

 

https://broadcast.hongwanji.or.jp/

